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痛みの原因は様々ですが、理学療法によって改善する痛みがあります 

 

 

理学療法士の訪問では運動学、解剖学、生理学等をもとに痛みの原因を追究して痛みの緩和・消

失に努めます。 
 

神経が原因の痛みなどのリハビリでは改善困難な痛みに対しては 

●理学療法で対応できる痛みが混在しているかもしれない。 

●痛みの部分に負担をかけないように動くためにはどうすべきか。という観点で対応させて頂きま

す。 
 

上記以外の痛みも理学療法の適応となる場合があります。痛みが長く続いてつらい、痛くて動く

ことが減ったなどの方がいらっしゃいましたら、訪問リハビリの利用をご検討していただければ

幸いです。 
 

 

  

変形性関節症（股関節や膝関節等）の痛み

•脚だけでなく身体全体の姿勢や筋力、筋の柔軟性に着目します。

•腰や骨盤の動きをスムーズにすることも疼痛緩和に重要です。

長引く大腿骨頸部骨折・転子部骨折術後の痛み

•臥床傾向や痛みから術部の硬さが残っている可能性があります。

•歩き方に着目し、股関節への負担の軽減させる身体づくりや動作
指導等行います。

外反母趾や足趾の変形にともなう痛み

•足先までスムーズに体重移動できない方に多くみられます

•足部中心に小さい関節も緩めつつ歩容改善に努めます。
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日常生活で最も多い痛みの原因が関節機能異常です。 
関節機能異常とは関節の中が何らかの原因でスムーズに動かない状態となり、 

痛みや関節可動域制限などが主症状として発生している状態をいいます。 

 

   

 

 

関節機能異常は多くの痛みに関与しており、痛みの改善は ADLやQOL の向上に欠かせません。 

弊社には関節機能異常へのアプローチ可能な手技が扱えるスタッフが複数名在籍しております。 

是非とも利用者様の紹介をお待ちしております。 

 

 

 

 

関節リウマチ

人工関節術後

腰痛

五十肩

原因不明の慢性痛

関節拘縮

外反母趾

変形性関節症


